
 

 

平成２１年度 

教員免許状更新講習 

募  集  要  項 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      
  



東京海洋大学では、海洋科学技術に関わる教育研究の拠点大学としての特色を生かし、

水産系・海洋系高等学校教員のための教員免許状更新講習を実施します。 

 

〔１〕趣  旨 

 東京海洋大学は、それぞれに長い伝統を持つ「東京商船大学」と「東京水産大学」を統合して設置され

た大学です。現在の東京海洋大学では、海洋科学部に高等学校「水産」「理科」、海洋工学部に「商船」

「工業」の教職課程をおいています。このうち、「水産」および「商船」については、旧両大学の卒業生

が多く水産系・海洋系高等学校に勤務しているとともに、全国的に見て開設している大学が少なく、東京

海洋大学教職課程の特色の一つとなっています。 

 東京海洋大学では、その特色を活かして、全国の水産系・海洋系高等学校教員を対象とした免許状更新

講習を実施することとしました。原則として年１回、夏季休業期間中に、免許更新に要する３０時間の全

講習を受講できるような日程で講習を開設します。 

１２時間の必修講習（教職についての省察並びに子どもの変化、教育政策の動向及び学校の内外におけ

る連携協力についての理解に関する事項）は、「水産」「商船」両分野共通として１講習開設します。 

１８時間の選択講習（教科指導、生徒指導その他教育の充実に関する事項）のうち、１２時間は免許教

科別に分かれ、「水産」向けには水産学・海洋科学の最新事情について、「商船」向けには商船学・海洋

工学の最新事情についての講習を行います。残る６時間については「水産」「商船」両分野共通とし、水

産・海洋系教育の最新事情についての講習を行います。 

講習は、講義形式で行いますが、実験・実習・調査などを講習時間内に行う場合があります。 

 

〔２〕 受講対象者 

原則として水産系・海洋系高等学校に勤務し、免許教科「水産」「商船」を有する下記【今年度の受講

対象】に該当する教員の方を対象といたします。なお、免許教科「水産」「商船」「水産実習」「商船実

習」を有する実習教諭および実習助手を含みます。 
また、（独）海技教育機構の海上技術学校に勤務する教官で、教員免許状を有する方も受け入れます。 

 

【今年度の受講対象】：免許状更新講習の修了確認期限が平成２３年３月３１日の方 

（平成２３年３月３１日現在、満３５歳、４５歳、５５歳の方） 

対象年齢 生  年  月  日 

満３５歳 昭和５０（１９７５）年４月２日～昭和５１（１９７６）年４月１日 

満４５歳 昭和４０（１９６５）年４月２日～昭和４１（１９６６）年４月１日 

満５５歳 昭和３０（１９５５）年４月２日～昭和３１（１９５６）年４月１日 

 

＊受講対象者および修了確認期限については、文部科学省ホームページもご参照下さい。 

 

〔３〕 受け入れ予定人数 

 １）必修講習 ①   「教育の最新事情」（８月２４日（月）・２５日（火）） ５０人程度 

 ２）選択講習 ②－１ 「水産学・海洋科学の最新事情Ⅰ」（８月２６日（水）） ３０人程度 

③－１ 「商船学・海洋工学の最新事情Ⅰ」（８月２６日（水）） ２０人程度 

        ②－２ 「水産学・海洋科学の最新事情Ⅱ」（８月２７日（木）） ３０人程度 

③－２ 「商船学・海洋工学の最新事情Ⅱ」（８月２７日（木）） ２０人程度 

        ④   「水産・海洋系教育の最新事情」 （８月２８日（金）） ５０人程度 
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〔４〕 講習日程・内容 

（１）必修講習（教職についての省察並びに子どもの変化、教育政策の動向及び学校の内外における連携

協力についての理解に関する事項）（１２時間） 

原則として、選択講習（②～④）と同時に受講申込をしていただきます。 

日時 会 場 講 習 名 時限 内   容 担 当 講 師 

2 限

3 限
教職についての省察 川下 新次郎 教授

4限

８ 

月

24

日 

(月) 

品川 

キャンパス 

5 限
子どもの変化についての理解 

岩瀧 大樹  講師

（非常勤） 

1 限

2 限
教育政策の動向についての理解 森下   稔 准教授

3限

８ 

月

25

日 

(火) 

品川 

キャンパス 

①「教育の最新

事情」 

4 限

学校の内外における連携協力につい

ての理解 
佐々木 剛 准教授

【時限】１限＝8:50～10:20 ２限＝10:30～12:00 ３限＝13:00～14:30 ４限＝14:40～16:10 

５限＝16:20～17:50 

 

（２）選択講習（教科指導、生徒指導その他教育の充実に関する事項）（１８時間） 

原則として、３日間連続（②－１、②－２及び④、または③－１、③－２及び④の組合せ）で受講申込

みしていただきます。（必修講習と組合せて受講することは必須ではありません） 

日時 講習場所 講 習 名 時限 内    容 担 当 講 師 

1 限 食品冷凍科学の基礎 鈴木   徹  教授

2限 水産バイオマスを利用したエタノール生産 浦野 直人  教授

3限 鯨類の多様性と資源生態 加藤 秀弘  教授

品川 

キャンパス 

②－１「水産

学・海洋科学の

最新事情Ⅰ」 
4 限 食品加工の観点から見た水産資源の有効利用 大迫 一史 准教授

1限

2限

最近の「船の構造の変化」と「船の

性能向上」について 
庄司 邦昭  教授

3限

８ 

月

26

日 

(水) 
越中島 

キャンパス 

③－１「商船

学・海洋工学の

最新事情Ⅰ」 
4 限

ポンプ・油圧装置・冷凍機などの舶

用補助機械について 
藤田 稔彦  教授

1限 種苗生産の最新事情 竹内 俊郎  教授

2限 自然との協調を目指す漁業生産技術 稲田 博史 准教授

3限 栽培漁業の遺伝的影響 北田 修一  教授

品川 

キャンパス 

②－２「水産

学・海洋科学の

最新事情Ⅱ」 
4 限 日本における魚介類に因る食物アレルギー 嶋倉 邦嘉  助教

1限

2限

燃料消費量削減を実現する船舶の最

適航路選定 
庄司 るり  講師

3限

８ 

月

27

日 

(木) 
越中島 

キャンパス 

③－２「商船

学・海洋工学の

最新事情Ⅱ」 
4 限

環境とエネルギー 刑部 真弘  教授

1限 海中の光と濁り：その生物への影響 荒川 久幸 准教授

2限 今なぜサンゴの保全再生が必要なのか 岡本 峰雄 准教授

3限

８ 

月

28

日 

(金) 

品 川 

キャンパス 

④「水産･海洋

系教育の最新

事情」 
4 限

水産教育の現状と課題 

瀧田 雅樹氏(国立教育

政策研究所教育課程研究セン

ター教育課程調査官) 

 

〔５〕 講 習 料（受講決定後、納入していただきます。） 

１）必修講習（１２時間）・選択講習（１８時間）の通し受講 合計３０時間  30,000 円 

２）選択講習（１８時間）のみの受講            合計１８時間  18,000 円 

※選択講習の一部の受講など、１）２）以外の受講パターンをご希望の方は、受講申込前にご相談下さい。 
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〔６〕受講手続き ※次ページの図「受講の流れ」もご参照ください。 

１）受講申込 

  下記の書類に必要事項を記入のうえ、簡易書留郵便にて郵送して下さい。 

受講申込期間：平成 21 年 6 月 16 日(火)～30 日(火)(当日消印有効) 

 
 【必要書類】 

①受講申込書 
別紙の様式に必要事項を記載の上、写真を貼付し、学校長等の証明を受けて下さい。
 

②写真２枚 

横３cm）のもの 

。 

２）１枚は、裏面に氏名を記入し提出して下さい。 

申込前６ヶ月以内に撮影した正面、上半身無帽（縦４cm×

１）１枚は、①受講申込書の所定欄に貼付して下さい

（受講票に貼付します。） 

③返信用封筒 
サイズ）封筒に、受講証送付希望先の郵便番号、住所、氏名を記入

して下さい。 

角形２号（Ａ４

 

〔あて先〕 〒10

東京海洋大学学務部教務課 免許状更新講習担当 宛 
8-8477 東京都港区港南４丁目５－７ 

 
２）

該当しない方の申込については、受け入れ予定人数に達してい

納入案内

受講内定のお知らせ 
受講者の内定は、原則として先着順により行います。 
ただし、受け入れ予定人数を超過しても、〔２〕の受講対象者に該当する方であれば受講できるよう

配慮する予定です。なお、受講対象者に

なくてもお断りする場合があります。 
 受講内定のお知らせは、電子メールにて①受付番号、②受講料 をお送りすることで行います。

また、受講をお断りする場合にはその旨をお知らせします。 

 込案内に記載された本学指定口座に納入いただきます。（金融機関等のＡＴＭから振込可能

です。） 

受講料納入期間：平成 21 年 7 月 6 日(月)～7 月 10 日(金) 

 
３）受講料の納入 
 受講料振

 
４）

します。 
受講票は講習当日にもご持参いただきますので、大切に保管ください。 

 

メールでのご連絡はお受けできません。また、休日及び受付時間外のご連

絡

ご連絡後、別途お送りする書式により辞退届をご提出いただきます。 

 
し出があった場合に限り、返還に係る振込手数料等相当額（300 円）を差し引いた額を返還しま

す

なお、大学側の都合により講習が開設できなかった場合は，受講料は全額返還いたします。 

受講案内・受講票の送付 
受講料の納入確認をもって受講決定とし、受講案内及び受講票を郵送いた

 

５）受講を辞退される場合 
 受講決定後に受講を辞退される場合は、〔１３〕に記載する連絡先まで、必ず事前に電話でご連絡下

さい。（ファクシミリ・電子

はお受けできません。） 

 
６）受講料の返還について 
 講習開始日の前日までに受講辞退のご連絡があった場合は、受講者からの受講料返還請求書により返

還の申

。 



 

〔図〕受講の流れ 

 

 

６月１６日（火） 

 ～３０日（火） 

 

 

 

 

７月 ３日（金） 

まで 

 

７月 ６日（月） 

 ～１０日（金） 

 

 

７月中旬 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月２４日（月） 

 ～２８日（金） 

 

 

 

 

 

１０月３１日（土） 

    まで 

 

受 講 者 

受講申込書類作成 

 ①受講申込書(学校長等の証明必要)

 ②写真２枚(１枚は申込書に貼付) 

 ③返信用封筒 

 →簡易書留で郵送

 

 

 

 

受講料の納入（銀行振込） 

 必修・選択５日間：30,000 円 

 選択３日間：18,000 円 

 

受講案内・受講票の受領 

 

 

 

 

※この間に受講を辞退される場合は、

〔１３〕の連絡先まで電話連絡の上、

辞退届を提出 

 

講習受講 

集合時間、教室等詳細については、

受講案内でお知らせいたします。 

修了認定試験 

 講習中に実施します。 

 

 

修了認定結果のお知らせ及び免許状

更新講習修了（または履修）証明書受

領 

東 京 海 洋 大 学 

 

 

 

 

受講申込書類受付 

   ↓  受 講 内 定 

受講内定のお知らせ（電子メール） 

 ①受付番号 

 ②受講料納入案内 

 

 

受講料の納入確認 

   ↓  受 講 決 定 

受講案内・受講票の送付（郵送） 

 ①受講案内 

 ②受講票（講習当日持参） 

 

 

 

 

 

 

講習実施 

 

 

 

採点、修了認定 

 

 

修了認定結果のお知らせ及び免許状

更新講習修了（または履修）証明書の

送付（郵送） 

事前課題意識調査アンケート（大学より送付、受講者より回答） 

事後評価アンケート（大学より送付、受講者より回答） 

 

〔７〕事前課題意識調査アンケート 

受講決定後に、講習内容に対する事前課題意識調査アンケートをご提出いただきます。なお、アンケ

ートの実施方法及び提出方法、提出期限につきましては、受講内定時にお知らせいたします。 

 

〔８〕修了認定試験 

講習時間中に実施する筆記試験により行います。 

筆記試験は、〔４〕講習日程等の内容・講師別に行います。 

１時限（９０分）の講習内容の場合は、７５分間の講義の直後に１５分間の筆記試験を行います。２

時限（１８０分）の講習内容の場合は、９０分間の講義、（１０分休み）、６０分間の講義を行い、その

直後に３０分間の筆記試験を行います。 
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〔９〕修了認定 

各講習（①、②－１、②－２、③－１、③－２、④）ごとに、修了認定試験の結果を総合評価の上、

修了認定を行います。 

なお、必修講習１２時間と選択講習１８時間のすべてを受講し、すべて合格した場合には、免許状更

新講習のすべてを修了したことを証明する「免許状更新講習修了証明書」を発行します。選択講習１８

時間のみを受講し合格した場合、また、選択講習の一部分（６時間単位）を受講し合格した場合には、

免許状更新講習の一部を履修したことを証明する「免許状更新講習履修証明書」を発行します。 

修了認定及び証明書の送付は、平成 21 年 10 月 31 日までに行う予定です。 

 

〔１０〕事後評価アンケート 

講習終了後に、講習に対する事後評価アンケートを行います。なお、評価アンケートの集計結果は文

部科学省に報告いたします。 

 

〔１１〕募集要項請求方法 

募集要項を請求する場合は、郵便番号、住所、氏名を明記し、１４０円分の切手を貼付した返信用封

筒（角形２号 240×332 mm）を同封し、「教員免許状更新講習募集要項請求」と朱書きの上、東京海洋

大学学務部教務課（〒108－8477 東京都港区港南４丁目５－７）へ請求して下さい。なお、本学教務課

カウンターでもお渡しいたします。 

 

〔１２〕その他 

１）本講習は、教員免許更新制の実施に伴う更新のための講習として文部科学省の認定を受けたもの

です。受講対象者を免許教科「水産」「商船」「水産実習」「商船実習」の教員としていますが、

他の教科、校種等の教員免許状をお持ちの場合には、当該免許の更新にも有効となります。 

２）身体の障害がある方で受講にあたり配慮等を必要とされる方は、受講申込にあたって〔１３〕の

お問い合わせ先にご相談下さい。 

３）受講の際は、本人であることが確認できる書類（職員身分証、運転免許証、パスポート、海技免

状など）と印鑑をご持参下さい。 

４）講習会場への自動車でのお越しは原則としてご遠慮下さい。 

５）宿泊所等の提供または斡旋は行いません。 

 

〔１３〕お問い合わせ先 

東京海洋大学学務部教務課 教務係 

〒108-8477 東京都港区港南４丁目５－７ 

tel.03-5463-4245 fax.03-5463-0437 

教員免許状更新講習専用アドレス koushin@m.kaiyodai.ac.jp 

担当：岩崎・井口 

※受付時間は平日の9:00～18:00となります。 

平成21年8月13日（木）・14日（金）は、一斉休業日のため受付できません。 

 

●個人情報の取り扱いについて 

 受講申込書、事前アンケートなどで提出いただいた個人情報は、教員免許状更新講習に関する業務以

外には使用いたしません。 
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